
集
報

一
、
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会
会
長
及
び
評
議

口
県
の
選
出

O
平
成
二
十
七
年
四
月
十
八
日
(
土
)
に
開
催
さ

れ
た
第
一
回
評
議
員
会
に
お
い
て
、
互
選
に
よ
り
、

新
会
長
に
伊
藤
益
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

O
学
会
規
約
に
基
づ
き
、
伊
藤
会
長
の
推
薦
に
よ

り
、
次
の
三
名
が
会
長
推
薦
の
評
議
員
に
選
出
さ

守
レ
~
」

0

，4d
u
-
-

ィ，r久
保
徹
、
津
崎
良
典
、
稿
本
康
二

(
五
十
音
服
、
敬
称
略
)

一
一
、
評
議
員
会
の
開
催

平
成
二
十
七
年
四
月
十
八
日
(
土
)
、
第
一
四

評
議
員
会
が
筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟
八
階

会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

O
事
務
局
代
表
に
、
木
村
武
史
氏
、
千
葉
建
氏
が

委
嘱
さ
れ
た
。

O
平
成
二
十
七
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
た
。

平
成
二
十
七
年
一

O
月
一

O
日
(
土
)
、
第
二

回
評
議
員
会
が
筑
波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟
二

階
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

O
院
生
幹
事
に
、
小
川
祐
輔
、
河
合
一
樹
、
小
坂

有
弘
の
各
氏
が
委
嘱
さ
れ
た
。

一
一
一
、
第
三
十
六
回
学
術
大
会
の
開
催

。
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会
第
三
十
六
回
大
会

は
、
平
成
二
十
七
年
一

O
月
一

O
日
(
土
)
筑
波

大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟

A
一
階
大
会
議
室
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
以
下
の
研
究
発
表
、
公
開

講
演
お
よ
び
総
会
が
行
わ
れ
た
。

〔
研
究
発
表
〕

1

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ノ
エ
ル
『
中
国
哲
学
三
論
』

第
二
論
文
に
見
ら
れ
る
儒
教
解
釈
に
つ
い

て

2 

介

J
h
Bさ
ナ

，t
n
1
1
I
，、、
J
I

『
漢
字
三
音
考
』
に
お
け
る
担
保
派
批
判

河
合
一
樹

3 

賢
治
童
話
に
お
け
る
本
生
諦

4 

料天
理使
解の

~l= 
質
料
，性
と

能

と
し
て牧
の野
質静

石
田
隆
太

「J 

デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
の
反
懐
疑
論
論
証
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か

6 

とヴ
そオ
のル
批フ

*IJ ~こ
お
け
る
ーー「

部i
dト

モ子%>、

者小
t _  )11 

理!祐
解車iII

7 

一
柴
原
柘
む

ム
ス
リ
ム
墓
地
取
得
活
動
と
地
域
社
会

川
川
崎
の
ぞ
み

リ
ア
リ
テ
ィ
を
共
有
す
る
「
巡
礼
者
」
た

ち
i

ア
ニ
メ
「
型
地
巡
礼
」
の
訪
問
地
か

A

り
i
i

8 9 

今
井
信
治

イ
エ
ズ
ス
会
士
を
仲
介
と
す
る
中
国
哲
学

情
報
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
入
と
反
響

トぃ
I
l
-
-

、一?、、

引
引
川
口
川
剖
事
叫
川

ν

〔
公
開
講
演
〕

社
交
と
会
話
の
倫
理
学

寸

hz-ミ
Y〆

7
7へえ(又

」

i
ノ
半
官
寸
ノ
丘
づ
ぷ
守

4
1

水
谷
雅
彦

(
総
会
〕

O
活
動
報
告
平
成
二
十
六
年
度
の
活
動
報
告
が

承
認
さ
れ
た
。

。
会
計
報
告
樋
口
達
郎
幹
事
よ
り
、
別
表
の
通

り
平
成
二
十
六
年
度
会
計
報
告
(
平
成
二
十
六
年

29 



四
月
一
日

l
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
)
が

な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

回
、
編
集
委
員
会
の
関
鑑

「
哲
学
・
思
想
論
叢
」
第
三
十
四
号
の
第
一
回

一
編
集
委
員
会
が
、
六
月
二
四
日
(
水
)
筑
波
大
学

第
一
エ
リ
ア

C
練
二
階
講
義
室
に
お
い
て
開
催
さ

今
し
~
」
。

守
司

Au--マ
J'

。
第
三
十
四
号
の
編
集
方
針
・
日
程
等
が
検
討
さ

れ
た
。第

二
回
編
集
委
員
会
が
、
九
月
九
日
(
水
)
筑

波
大
学
人
文
・
社
会
学
系
棟
二
階
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

。
投
稿
論
文
の
審
査
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

O
第
三
十
六
回
学
術
大
会
研
究
発
表
者
の
選
考
が

一了つ
1
h
z

ノイ
i
J
d
q
J
d
q
一r
J

O
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

第
三
回
編
集
委
員
会
が
、
十
月
十
四
日
(
水
)

に
前
回
と
同
じ
場
所
で
開
催
さ
れ
た
。

。
投
稿
論
文
が
ん
審
査
さ
れ
た
。

五
、
会
員
異
動

O
新
入
会
員
安
部
経
虎
、
志
村
咲
紀
、

志
田
泰
盛
、
竹
中
淳
、
谷
湖
、
披
山
文
香
、

幕
内
法
忍
、
マ
テ
ヤ
・
ジ
ャ
ピ
ェ
ク

。
退
会
会
員

佐
藤
恒

O
終
身
会
員

我
妻
和
男
(
逝
去
)
、
斎
藤
鉄
平
、

塩
尻
和
子

(
五
十
音
服
、
敬
称
略
)

(
平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日
樋
口
達
郎
記
)

ご左平成稿締切!凪 骨珂J 折=司

稿寄下 記 ニ学
重手十・

き執章規一 八日 四 回
い0 年7し τ口ヲ dじ、

定を 空 原 y心F目、
iヨ 稿ラ踊ム

i主主主
J二

筑波大学哲学・思想学会平成 27年度会計報告
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付
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80.920 評議員会開催費
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